
 

 

 

 

 

 

思春期男子の身体化と心理療法 

―主体の確立という視点から― 

 

 

 

 

 

梅村 高太郎 

2013 年 

  

  

  



論文要旨 
 

 

本研 究 は， 思 春期 の 男子 に おけ る 心身 症 や転 換 症状 に 代表 さ れる “身 体 化”の

事態 に注 目 し，そ の心 理療 法に つ いて ，主体 の確 立と い う観 点か ら 3 つの 事例

研究 を中 心 に論 じた もの であ る 。そ の検 討か ら， 身 体化 を呈 する 思春 期 男子 と

の心 理療 法 の特 徴と ，主 体確 立 の契 機と なる 三つ の 否定 の重 要性 が示 さ れた 。  

第Ⅰ 章「 思 春期 にお ける 主体 と 身体 化」 では ，ま ず 思春 期が 子ど もか ら 大人

への 生理 的 ・心 理的 ・社 会的 な 変容 の時 期で あり ， そう した さま ざま な 次元 の

変化 とと も に， 主体 の確 立に 向 けた 過程 が進 行す る こと を確 認し た。 そ して ，

イニ シエ ー ショ ンが 消滅 した 現 代で は， かつ てイ ニ シエ ーシ ョン が社 会 制度 的

に担 って い た子 ども から 大人 へ の移 行が ，個 人的 に 達成 すべ きも のと な って お

り， 思春 期 には その 課題 を越 え る困 難や 躓き をめ ぐ って ，男 女そ れぞ れ に特 異

的な 形で 精 神疾 患な どの 問題 が 生じ やす いこ とを 指 摘し た。 特に 男子 に おい て

は， 言葉 や 身体 との 関わ りと い う点 で， 女子 より も 主体 の確 立が 困難 な 状況 に

あり ，自 身 の問 題を 心理 学的 な もの とし て抱 える 難 しさ が生 じや すく ， 心が 受

けと めき れ ない 事態 を何 とか 受 けと める ため の方 途 とし て， 身体 化が 選 択さ れ

やす い可 能 性を 示唆 した 。そ し て本 研究 は， 身体 化 を呈 した 思春 期男 子 との 心

理療 法に お いて ，そ の途 上で 未 完に とど まっ てい る 主体 の確 立が どの よ うに し

てな され る のか を， 事例 研究 を 中心 とし て検 討す る もの であ るこ とを 確 認し ，

次章 から の 構成 につ いて 説明 し た。  

第Ⅱ 章「 身 体化 の心 理学   心 身症 概念 の批 判的 再 検討 」で は， 思春 期 に限

定せ ず， 身 体化 がど うい った 事 態と して 捉え られ る か， どう いっ た特 徴 をも っ

てい るの か を， 身体 化の 中核 を 占め る心 身症 につ い て行 われ た先 行研 究 のレ ビ

ュー を通 し て明 らか にし た。 そ のな かで ，ま ず心 身 症は ，症 状の 形成 メ カニ ズ

ム・ アレ キ シサ イミ ア・ 病態 水 準と いっ た点 から 神 経症 ，特 に転 換ヒ ス テリ ー

と区 別さ れ て， より 重い 境界 例 や精 神病 と並 べら れ ，そ の非 神経 症性 が 強調 さ

れて きた こ とを 示し た。 しか し 一方 で， 神経 症と の 対比 によ って 心身 症 を捉 え

るこ との 意 義や 必要 性が 薄く な って きて いる こと か ら， 本研 究で は両 者 に共 通

1 



した ，心 で 受け とめ きれ ない 何 らか の問 題を ，心 理 的な もの とし てで は なく ，

身体 を通 じ て体 験・表 現す る“身体 化”と い うあ り方 に 注目 する こと を表 明 した。

さら に， こ れま での 心身 症を め ぐる 言説 につ いて 批 判的 に検 討を 行い ， 従来 の

心身 症 研究 が ，心 身 の乖 離 を病 理 的な “解 離”とみ な して ， 心と 体を つ なぎ 原 初

の全 体性 を 回復 しよ うと して き たこ とを 明ら かに し た。 こう した 動き が 生じ て

きた 背景 に つい て， 心身 医学 と 心理 学と いう 二つ の 立場 につ いて 考察 し ，心 理

学的 必 然と し ての 心 身の 乖 離を 否 認し て“全体 ”へ と 回帰 し よう とす る 両者 の 振

る舞 いが 神 経症 的で ある こと を 指摘 した 。そ して ， 身体 化に おい ては ， これ ま

で考 えら れ てき たよ うな 心身 の 乖離 では なく ，む し ろ心 身が 分か たれ ず 未分 化

な状 態に あ り， 主体 が十 分に 確 立さ れて いな いこ と が問 題で ある こと を 示唆 し

た。 身体 化 の心 理療 法で は， 身 体に よっ て表 現・ 体 験さ れて いる 問題 を 精神 的

なも のと し て抱 える ため に， い かに 分裂 を孕 んだ 主 体と なっ てい くか と いう 視

点が 重要 で ある こと を改 めて 主 張し た。  

続く 本研 究 の本 体と なる 第Ⅲ 章 ～第 Ⅴ章 では ，思 春 期男 子の 身体 化の 心 理療

法に おい て ，主 体が どの よう に 立ち 現れ るの かに つ いて 考察 する ため に ，筆 者

自身 がセ ラ ピス トと して 関わ っ た， それ ぞれ に年 齢 や症 状が 異な る心 理 療法 事

例を 3 つ 報告 し ，事 例研 究を 行 った 。その 際各 章で は ，一つ 一つ の事 例を 深 め

るこ とで 普 遍性 に至 ると いう 事 例研 究の 本来 的な 方 向性 が可 能に なる よ う意 識

して ，そ れ ぞれ 独立 して 詳細 な 考察 を行 った 。  

第Ⅲ 章「 身 体の 否定   喘息 ・ 音声 チッ クな どの さ まざ まな 身体 症状 を 呈し

た低 身長 男 児と のプ レイ セラ ピ ー」 では ，身 体化 の 心理 療法 にお いて は ，未 分

化な 心身 を 切り 離し ，主 体が 成 立す るこ とが 必要 だ とい う考 えか ら， さ まざ ま

な身 体症 状 を呈 した 低身 長男 児 A と のプ レイ セラ ピ ーを 取り 上げ ，その 契機 と

なる “身 体の 否 定”の 働き を中 心 に考 察し た。ま ず，来談 当初 の A の心 身は 未 分

化な 状態 に あり ，A にと って 身 体は いま だ即 自的 な もの であ り， 身体 像 とし て

把握 され て いな かっ たと 考え ら れた 。し かし ，A と セラ ピ ス トと の鏡 像 的関 係

が孕 む緊 張 が高 まる なか ，徹 底 的な 身体 の解 体と い う形 で未 分化 な心 身 を切 り

離す 身体 の 否定 が生 じた 。身 体 の否 定は その 後も さ まざ まな 次元 で展 開 して ゆ

き， その 深 まり につ れて ，身 体 は徹 底的 に対 象化 ・ 分節 化さ れて いっ た 。こ う

して 生じ た 身体 と精 神の 間の 裂 け目 が， 自己 関係 と して の主 体を 生み 出 すき っ
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かけ とな り ，自 己意 識や 内面 の 発生 を反 映し た症 状 や遊 びの 質的 な変 化 が見 ら

れた 。ま た ，こ うし た主 体化 の 動き とと もに ，セ ラ ピス トな どの 理想 像 との 同

一化 を解 消 して いく 過程 が進 行 し， A は 小さ な自 分 を認 め， オリ ジナ ル な“私”

を追 求す る よう にな った 。そ し て， 対象 化さ れた 身 体と 自分 との つな が りが A

に自 覚さ れ るこ とで ，身 体は 私 のも ので あっ て私 の もの でな い
．．．．．．．．．．．．．．．

と いう 逆 説性 を

もつ ，止 揚 され た身 体と して 現 れた のだ と考 えら れ た。  

第Ⅳ 章「包 ま れる こと の否 定  アト ピー 性皮 膚炎 を 患う 高校 生男 子と の 心理

療法 」で は，ア トピ ー 性皮 膚炎 の 増悪 を機 に来 談し た 高校 生男 子 B と のイ メ ー

ジを 用い た 心理 療法 過程 につ い て， 主体 の確 立に 注 目し て考 察を 行い ， 特に そ

れが 自 らを 包 む即 自 的ト ポ スを 飛 び出 す“包ま れ るこ と の否 定”とい う 形で 展 開

する こと を 浮か び上 がら せた 。 面接 開始 当初 ， B は 受動 的 で 主体 性を 欠 いて お

り， その 語 りや イメ ージ には ア レキ シサ イミ ア的 な 特徴 が認 めら れた 。 その イ

メー ジの 内 にも ， B に変 容を 引 き起 こそ うと する 暴 力的 とも 言え るほ ど のエ ネ

ルギ ーが 存 在し てい たが ，そ れ が自 らを 苛む 異質 な もの にと どま って し まっ て

おり ，そ のた め にア ト ピー 症状 と いう 形で 発現 して い たと 考え られ た。しか し ，

その 変容 に 向か う動 きが イメ ー ジに おい て展 開し ， 家族 ，自 然， 水と い った 自

らを 包ん で いた もの を否 定す る 作業 を通 して ， B は 包ま れ た 者と して の 実存 様

式を 脱し ，新 た に主 体 とし て立 ち 上が って いっ た。こう し た実 存 的変 化に 伴 い，

現実 面に お いても B は，学 校を やめ て バイ トを 始め ，面接 を も後 にし て ，新 た

な生 に踏 み 出し てい った のだ と 考え られ た。  

第Ⅴ 章「 隠 蔽さ れた 主体 の再 顕 現  家 を離 れた 生 活の なか で解 離・ 転 換症

状を 呈し た 男子 との 心理 療法 」 では ，解 離性 ・転 換 性障 害の 心理 療法 に おい て

は， 必要 悪 とし ての 症状 を放 棄 し， いか にし て隠 蔽 され た主 体を 再び 現 すこ と

がで きる か が重 要に なる との 考 えか ら， 寮生 活の な かで 解離 ・転 換症 状 を呈 し

た男子 C と の心 理療 法を 取り 上 げ，その 主 体を 現す 動 きが 展開 して いっ た 過程

につ いて 論 じた 。寮 生活 とい う 寄る 辺の ない 環境 で 自ら の弱 さと 不器 用 さを 突

きつ けら れた C は，症状 を通 し てそ れま での 自分 を 象徴 する “右利 きで あ る”こ

とを 放 棄し ，“右 利き にも 左 利き に もな り うる ”小 さ な存 在 に還 るこ と で， 主 体

を世 界か ら 隠蔽 し自 らを 守ろ う とし た。 しか し， 自 身の 表現 を受 けと め ，同 じ

位相 で向 き 合う セラ ピス トと い う存 在を 得る こと で ，C は 隠 され た主 体 を再 び
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現す べく ， 地べ たを 這い 回る 状 態か ら自 らの 二本 の 足で 立ち 上が り始 め ，症 状

とい う形 に とど まっ てい た弱 く 不器 用な 自分 を変 容 させ よう とす る試 み が， 描

画や 野球 を 通し て展 開し てい っ た。 その なか で， C は解 離 し てい た身 体 の内 へ

と戻 り ，新 た な身 体 のあ り 方を 身 につ け てい く とと も に， “右 利き で しか な い”

こと を徐 々 に受 け入 れて いっ た 。そ して ，語 る主 体 とし ての 力を 取り 戻 し， 症

状の 必要 性 を失 った C は， 外 傷的 状況 を きっ かけ と して 症状 発現 に至 っ た“筋

書 き ”を セ ラ ピ ス ト に 明 か す こ と で 埋 葬 し ， 面 接 を 後 に し て い っ た の だ と 考 え

られ た。  

第Ⅵ 章と 第 Ⅶ章の 2 章は，第 Ⅲ章 ～第 Ⅴ 章 の個 々の 事 例の 検討 では 抜け 落 ち

てい た一 般 化と いう 方向 性を 補 うた めに ，3 事 例か らの 知 見 を重 ね合 わ せ， そ

の比 較検 討 から 帰納 的に ，身 体 化を 示す 思春 期男 子 の心 理療 法に おけ る 普遍 的

特徴 を導 き 出す こと を試 みた 。  

第Ⅵ 章「 身 体化 を示 す思 春期 の 心理 療法 の特 徴  面接 技法 とし ての イ メー

ジお よび 治 療関 係に おけ るセ ラ ピス トの 機能 につ い て」 では ，身 体化 を 呈す る

思春 期の 心 理療 法の 特徴 と， 心 理療 法的 接近 を試 み る上 でど のよ うな 注 意や 工

夫が 必要 と なる のか を， 面接 技 法と 治療 関係 とい う 二つ の観 点か ら考 察 し た 。

まず ，一 般 的な 心理 療法 にお い ては ，ク ライ エン ト を主 体と する ため に ，セ ラ

ピス ト 自 身の 主 体 性 ・人 格 性 ・能 動 性 を 否定 し ， “鏡 ”・“器”・“舞 台”と し て機

能す るこ と が基 本原 則と なる こ とを 確認 した 。し かし ，思 春 期 の心 理療 法 では ，

特に 出会 い の局 面に おい て， こ うし た基 本原 則が 通 用し にく いこ とに 加 え， 表

現手 段の 過 渡期 であ るた めに ， 面接 形態 の選 択が 問 題と なる こと を指 摘 した 。

その 心 理療 法 では ， 彼ら の 変容 を 守り 支 える “器 ”性が 求 めら れる こ とと ， イメ

ージ など の 非言 語的 アプ ロー チ が推 奨さ れて いる こ とを 示し た。 そし て ，思 春

期に 有効 だ とさ れる イメ ージ 技 法も ，身 体化 とい う 条件 が加 わっ た場 合 には さ

まざ まな 問 題が 生じ るが ，① 断 片的 ・直 截的 なイ メ ージ に対 して もセ ラ ピス ト

がコ ミ ッ トメ ン トを 失わ ず ， そこ に ある “物語 以 前 の物 語”を “物語 ”とし て 展開

させ てい く こと ，② クラ イエ ン トの 意識 的理 解は 必 ずし も必 要で はな く ，セ ラ

ピス トが イ メー ジ自 体の 論理 を つか み， クラ イエ ン トと セラ ピス トが と もに イ

メー ジの な かに 入る こと ，③ 外 在物 に対 して 置き 換 えら れ表 現さ れた 自 己と の

間で ，自 己 関係 がつ くり 出さ れ るこ との 意義 を述 べ た。 また ，治 療関 係 とい う
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観点 か ら， 主 体の な さが 問 題と な る思 春 期の 身 体化 で は， セ ラピ ス トが “鏡 ”や

“ス クリ ー ン”と して 機能 す るこ と が難 し いこ と から ， 逆転 移 の利 用 や母 子 関係

モデ ルへ の 接近 が図 られ てお り ，セ ラピ スト の能 動 性・ 主体 性・ 人格 性 を治 療

に活 かす 方 向へ 転換 して きて い るこ とを 述べ た。 こ れら に加 えて ，セ ラ ピス ト

が変 容の “器 ”の な か に自 らの 主 体を 投げ 込み “触 媒”とし て 機 能す るこ と ，“舞台 ”

に上 が り“相手 役 ”と して 機 能す る こと が ，身 体 化を 示 す思 春 期の 心 理療 法 にお

いて 重要 と なる こと を示 唆し た 。  

第Ⅶ 章「 主 体の 確立 にお ける 三 つの 否定   身体 の 否定 ・包 まれ るこ と の否

定・ 同一 化 の否 定」 では ，3 事 例の 論 考 のま とめ を 兼ね つつ ，そ れぞ れ の心 理

療法 のな か で， 主体 の確 立に と って 重要 であ った 三 つの 否定 の契 機を 抽 出し ，

それ ぞれ に 関連 する 事象 を取 り 上げ て考 察を 行っ た 。一 つ目 とし て， 身 体化 に

おけ る 未分 化 な心 身 を徹 底 的に 切 り離 す“身体 の 否定 ”に つ いて 論じ ， 身体 の 否

定を 経た 主 体に とっ て， 身体 は 私の もの であ って 私 のも ので ない
．．．．．．．．．．．．．．．

とい う 逆説 性

をも つこ と を確 認し ，思 春期 の 男子 に一 般的 に見 ら れる 事象 やか つて の イニ シ

エー ショ ン 儀礼 の内 にも ，身 体 の否 定と して の意 味 合い が認 めら れる こ とを 指

摘し た。二つ 目 とし て ，自 らを 包む 即 自的 ト ポス を飛 び 出す “包 ま れる こと の 否

定”を取 り上 げ ，主 体 が関 係・環 境に 埋 没し てい るこ と が，身 体化 全般 に共 通 し

た特 徴で あ る可 能性 と， 治療 関 係を 終結 して 現実 へ と帰 還す るこ とが も つ， 包

まれ るこ と の否 定と して の意 味 合い につ いて 考察 し た。三つ 目 に，“同 一化 の否

定”とし て，セラ ピ ス トと の間 に 鏡像 的関 係が 成立 し，そ の鏡 像 的他 者と の 同一

化と 分離 の 弁証 法的 運動 が， 主 体を 形づ くる 上で 重 要な こと を示 唆し た 。こ れ

と関 連し て ，セ ラピ スト との 対 決と いう 要素 がも つ 意義 と， 心理 療法 の 終結 に

際し て， セ ラピ スト を後 にす る こと で同 一化 の解 消 が図 られ るこ とを 述 べた 。

そし て， 本 研究 の限 界と 今後 取 り組 んで いく べき 課 題に つい て考 え， 思 春期 の

男子 以外 に 対し て本 研究 の知 見 がど う適 用さ れる の か， 本研 究の 身体 化 概念 が

孕む 限界 ， 同じ く主 体の なさ が 特徴 とさ れる 発達 障 害や 身体 病と の関 係 につ い

て触 れた 。 最後 に， 身体 化を 呈 する 思春 期男 子と の 心理 療法 は， クラ イ エン ト

が身 体化 を 手放 し， 自身 が抱 え た問 題に 主体 的に 取 り組 んで いく 苦し み や悲 し

みを とも に する こと であ ると い う筆 者の 考え を述 べ た。  

（4941 字）  
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